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【実施内容】

【プログラムを留意・工夫した点】
　受講生に分かりやすくするために体験実験の前に，小さなものを見るための原理（電子顕微
鏡）や身近な貝がらなどを題材にした講義を行った．また，走査型電子顕微鏡観察については，
「自分たちで合成した試料は自分たちで観察する」をモットーに，２台の電子顕微鏡と４台の光
学顕微鏡を受講生が各自で操作するようにした．
　さらに，モノづくりの楽しさを実感してもらうために，ミニ実験として「チョコレートの中の
粒」，「PETの粒でオリジナルボールペンを作る」を平行して行い，できる限り身近な素材で親
しみやすいように配慮した．
　また，普段大学教員が接しない中学生への理解度を向上させるために，高校の化学教員１名に
ご協力いただき，わかりやすい講義，実験を目指した．さらに，修了式ではアカデミックドレス
を着用して，将来の科学者へのイメージを持てるようにした．

【当日のスケジュール】
 9:00～ 9:30 受付（駿河台校舎８号館）
 9:30～ 9:40 開講式（あいさつ，オリエンテーション）
 9:40～ 9:50 科研費と本事業の説明
 9:50～10:00 講義「来れ！若きエンジニア（講師：澤口孝志）」
10:00～10:25 講義「ミクロの世界をのぞいてみよう－小さな粒を見るためには－」
10:25～10:35 休憩
10:35～10:40 ２号館実験室に移動，実験についての諸注意
10:40～12:10 実験「いろいろな形の粒を作ってみよう」
12:10～13:10 学食により昼食
13:10～14:50 ２班に分かれて電子顕微鏡観察とミニ実験（チョコレートの粒，プラスチックの
　　　　　　 粒）を行う．
14:50～15:00 休憩
15:00～15:40 修了式（未来博士号授与，記念写真撮影）
15:40～16:00 アンケート，質疑応答
16:00 終了，解散

【実施の様子】
　粒の合成実験では塩化カルシウムと炭酸ナトリウムとを用い，天秤で精秤を行い，自分たちで
水溶液を調製した．この水溶液を混合させ炭酸カルシウムを沈殿させた後，室温と50℃の２つの
系で熟成を行い２試料を得た．この試料は走査型電子顕微鏡により形状にどのような違いがある
のかを観察した．
　また，結晶構造について理解させるため，チョコレートを例に挙げ，チョコレートの中の微結
晶の配列について説明をした後，実際に温度を変えて作成したチョコレートを試食しながら微構
造と味との関係を説明した．さらに，身近なプラスチックも粒を原料にしていることを説明し，
PETの粒からオリジナルボールペンを作製した．
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【講義風景】
左：来れ！若きエンジニア

（澤口教授）
右：ミクロの世界をのぞいてみよう
（遠山准教授）

【実験風景】
いろいろな形の粒を作ってみよう

【電子顕微鏡観察】
2台の電子顕微鏡を使用

左：チョコレートの粒
右：PETの粒でボールペンを作る

【修了式】
アカデミックドレスを着て博士号授与



【実施分担者】

理工学部・教授
理工学部・専任講師
理工学部・助手

【実施協力者】 名

【事務担当者】
本部研究推進部研究推進課・課長補佐真山　安枝

伊掛　浩輝
澤口　孝志

渡貫　泰寛

【事務局との協力体制】
事務局にはプログラムが円滑に実施できるように，委託費の管理と支出報告書の確認および振興
会への連絡調整等を行っていただいた．また，保険契約などの諸手続も対応いただいたほか，大
学が夏季休暇中の実施でもあったため，教室の確保・工事関連の調整についても連携を取りなが
ら実施準備を行った．

【広報体制】
日本学術振興会のホームページの認知度が高まっており，受付開始直後から多数申し込みがあっ
た．このため，6月27日（締切は7月11日）には募集人数を超過（23名）し，事務局を通じてホー
ムページからの申し込みを締めてもらうほどの好評であった．（うち抽選で18名を選出．当日出
席者数13名）

【安全体制】
安全を配慮して，受講者全員に白衣および保護メガネを配布（将来の化学者になってもらうこと
を期待して持ち帰り）して実験を行った．また，実験試薬についても無害な薬品を用いるだけで
なく，反応生成物，副生成物につても無害な系（今回は炭酸カルシウム，食塩）を設定した．さ
らに，火傷に配慮して，反応温度は最大50℃で実験を行った．

【今後の発展性と課題】
・例年「PETの粒でボールペンを作製」ではカラーPETでボールペンの本体を作ることがメインで
あり，インクの色まで深く考慮していなかった．本年は15色インクを用意したところ非常に好評
であった．
・市販された「PETの粒」を使用していたが，本年度生産中止になった．代替品を探す必要があ
る．
・例年，当日欠席者が多く，受講生が予定の75％程度になる傾向がある．このため，本年は１週
間前からリマインダーのメールを送るようにしたが，ほとんど効果はなかった（ただし，前日に
欠席の事前連絡は来るようになった．）．そこで，次年度以降は出席率を勘案し，募集数を1～2
名程度増やしておき，当日18名参加できるようにすることも有効ではないかと考えられる．ただ
し，全員参加した場合の準備は必要であるため，実験室の確保など大学と打ちあわせる必要があ
る．
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